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◆講義項目◆ 

  
第 1 章 まちづくりと都市計画 
１．まちづくりと都市計画 
（１）まちづくりの体系と法制 

（２）総合計画と国土利用計画 

（３）都市計画マスタープラン 

（４）都市計画のしくみと課題 

２．土地利用と交通 
（１）土地利用と交通の関わり 

（２）土地利用プランづくり 

（３）交通ネットワーク 

（４）交通施設整備の現状と課題 

３．市街地開発事業 
 （１）既成市街地と新市街地 

 （２）土地区画整理事業 

 （３）市街地再開発事業 

  （４）新住宅市街地開発事業 

４．公園や緑地の保全整備 
 （１）都市の公園緑地の役割 

 （２）緑の基本計画マスタープラン 

 （３）公園緑地政策の現状と課題 

  （４）市民協働型の公園緑地の保全   
第２章 土地利用誘導施策 
 １．まち全体を見渡す 
２．土地利用誘導施策の体系 

 ３．都市計画関連 
 （１）建築許可・確認制度 

 （２）開発許可制度 

 （３）地区計画づくり 
 ４．農業振興地域制度 
 ５．森林関連許可制度 
 ６．自然公園・自然環境保全制度 
 ７．都市景観づくり 
 （１）まちの個性と都市景観 

 （２）景観緑三法の役割 

 （３）景観計画と景観行政団体 
 （４）これからの景観誘導施策 

 

 第３章 まちづくりと開発許可制度 
１．開発許可制度の創設と変遷 

 ２．開発行為等の定義 
３．開発許可制度の概要 

  （１）開発許可の要・不要 

  （２）開発許可申請の手続 

  （３）公共施設管理者の同意等 

  （４）開発許可基準（技術基準） 

  （５）市街化調整区域の立地基準 

  （６）開発審査会への付議 

  （７）工事完了検査等 

 ４．公共施設管理及び土地の帰属 
 ５．建築制限等 
 ６．違反行為に対する監督処分 
 ７．運用指針と開発指導要綱 
 ８．開発許可制度の新たな展開 
 
第４章  これからのまちづくり・都市計画 
 １．私たちの「理想のまち」とは 
２．持続可能性の追求 
３．コンパクト化の実現 
４．ネットワーク形成とは 
５．市民協働によるまちづくり 
６．これからのまちづくり・都市計画 
   －理想の実現に向けて－ 

 
【講師紹介】 技術士 建設部門（都市及び地方計画） 

総合技術監理部門（建設）  西本 和正 氏
 
昭和 53 年 4 月 大津市役所入職。 
下水道建設課、市街地開発課、都市計画課計画係長、建築

指導課管理係長、開発調整課指導係長、企画調整課参事、都
市景観課課長、都市計画部管理監兼開発調整課長、企業局次
長（下水道部担当）等を歴任。 

平成 24 年 4 月大津市監査委員事務局書記（工事監査総
括）。平成 29 年 3 月退職。  
【資格等】  技術士 建設部門（都市及び地方計画）、総合技術
監理部門（建設）、一級土木施工管理技士、下水道技術検定
（第１種）、測量士補 他。  
【所属学会等】 土木学会、日本都市計画学会、日本技術士
会、地盤工学会関西支部 地域デザイン研究会 他。 
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所属・役職名 

               

氏名 

              印

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 
              
 
＜ご記入（レ印）のお願い＞ 
この講座の開催情報を得た時期は、 
講座開催日の 
□半年以上前 □3 ケ月～半年前 
□2 ケ月前  □1 ケ月前 
□2 週間前  □1 週間前～直前 

 

所在地 
〒 

№ 
フ リ ガ ナ 

所属・役職 担当 
経験 参 加 者 氏 名 

   
年

ヶ月 
   

年 
ヶ月 

＜通信欄＞ 

※請求書の宛先についてご教示ください。（□団体名と同じ   □その他                       宛） 
・3 名様以上でお申込の場合は、別紙等に記載しあわせてお送りいただくか、複写してご利用ください。                                                         
・参加申込書にご記入いただいた情報は、以下の目的に使用させていただきます。 

①参加券や請求書の発送などの事務処理 ②セミナーなど本会事業のご案内 なお②がご不要の場合は、右□をチェックしてください。 □ 


